
2023

12
No.395

伊仙町HPにアクセス！
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特 集

「奄美群島日本  復帰70周年記念 
第35回 全島一・  軽量級優勝旗争奪戦」開催

　
第
26
回
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
in
伊

仙
「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記

念
・
第
35
回
全
島
一
・
軽
量
級
優
勝

旗
争
奪
戦
」
が
10
月
22
日
（
日
）
な

く
さ
み
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

全
国
で
闘
牛
文
化
を
共
有
す
る
全
国

6
県
9
市
町
の
首
長
や
闘
牛
関
係
者

ら
が
各
市
町
の
闘
牛
文
化
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。（
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ

ト
は
1
9
9
8
年
に
島
根
県
隠
岐
の

島
町
か
ら
輪
番
制
で
始
ま
り
、
伊
仙

町
は
平
成
25
年
度
以
来
10
年
ぶ
り
3

回
目
の
開
催
）

　
闘
牛
大
会
終
了
後
、
ほ
ー
ら
い
館

に
て
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
ら
90
名
が

出
席
し
、
前
年
度
事
業
報
告
や
収
支

決
算
報
告
、
今
年
度
予
算
・
事
業
計

画
、
次
期
開
催
地
の
決
定
（
新
潟
県

長
岡
市
）
お
よ
び
役
員
の
改
選
な
ど

全
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。
総
会
終

盤
で
は
「
闘
牛
」
は
地
域
の
伝
統
文

化
や
観
光
資
源
と
し
て
、
全
国
に
誇

れ
る
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る

「
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
行
い
、
伊
仙

町
面
縄
出
身
の
関
喜
三
郎
氏
に
よ
る

「
徳
之
島
の
闘
牛
」
基
調
講
演
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
交
流
会
で
は
黒
潮

太
鼓
・
島
唄
の
披
露
が
行
わ
れ
、
各

市
町
の
首
長
や
担
当
者
、
闘
牛
関
係

者
な
ど
の
交
流
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
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第26回 
全国闘牛サミット
            in伊仙

「奄美群島日本  復帰70周年記念 
第35回 全島一・  軽量級優勝旗争奪戦」開催
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特 集

「ほーらい祭」今年も
盛り上がりました！
　11月3日面縄港特設会場において第35回伊仙町ほーらい祭が開催されました。
　イベントを盛り上げる特設ステージでは町内園児によるかわいらしいお遊戯の舞台発表からスタートし、エイ
サーやダンス、伝統芸能「とぅゆみ」、永田心花さんの島唄ステージ、河地集落出身のMINESTAさんのライブが
披露され、ステージショーの最後はWATARUさんによるスペシャルライブで会場を盛り上げていただきました。
　ほーらい祭恒例のレーザーショーと花火大会はスペシャルライブを盛り上げたWATARUさん、willieさんの音
頭によるカウントダウンでスタートし、今年流行したJ-POPなどの音楽に合わせた光と打ち上げ花火の演出に大き
な拍手が上がりました。
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10
月
15
日(

日)

伊
仙
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
奄
美
群
島
日

本
復
帰
70
周
年
記
念 

第
64
回

伊
仙
町
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
中
止
が
続
い
て
い
た
中
、

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
各

校
区
の
選
手
た
ち
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
大
会
は
13
年
ぶ
り

と
な
る
Ａ
・
B
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
行
わ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
優
勝
を
目
指
し
、
多
く
の
名

勝
負
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
開
始
前
に
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
今
年
度
ま

で
の
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
・
優

秀
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

50
名
7
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

閉
会
式
前
に
は
、
奄
美
群

島
日
本
復
帰
70
周
年
、
伊
仙

町
町
制
施
行
60
周
年
、
新
庁

舎
落
成
を
記
念
し
参
加
者
全

員
で
の
ワ
イ
ド
節
・
六
調
の

総
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
や
応
援

に
駆
け
つ
け
た
町
民
の
み
な

さ
ま
、
選
手
編
成
に
携
わ
っ

た
校
区
の
み
な
さ
ま
へ
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

4
年
ぶ
り
開
催 

町
民
体
育
祭

総合成績 新記録
A ブロック B ブロック

優    勝
●中学生男子 200m 走

●高校生対抗リレー（男女）

● 400m リレー（青年男）

優    勝
準優勝 準優勝
第 3 位 第 3 位
第 4 位 第 4 位

犬田布校区 中村 健心（犬田布校区）  24 秒 67

面縄校区                      57 秒 00

犬田布校区                  50 秒 34

阿権校区
面縄校区 糸木名校区
伊仙校区 鹿浦校区
喜念校区 馬根校区
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か
わ
い
い
仮
装
で
子
ど
も
た
ち
が
来
庁

奄
美
群
島
の
農
業
整
備
に
向
け
て

10
31

　

放
課
後
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
に
通
う
児
童

と
、
伊
仙
幼
稚
園
、
面
縄
幼
稚
園
の
園
児
の

み
な
さ
ん
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装
を
身
に

ま
と
い
役
場
に
訪
れ
ま
し
た
。
（
30
日
：
放

課
後
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

約
40
人 
31
日
：
伊
仙

幼
稚
園
・
面
縄
幼
稚
園 

約
20
人
）

　

子
ど
も
た
ち
は
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
や
マ
ン
ト

な
ど
、
思
い
思
い
の
仮
装
姿
で
庁
舎
内
を
行

進
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
手
遊
び
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
各
フ

ロ
ア
で
、
「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！
お

や
つ
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う

ぞ
！
」
と
唱
え
、
お
や
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
日
本
復
帰
70
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
奄
美
群
島
で
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
や
畑
地
総
合
整
備
な
ど
に
よ
る
農
業
生

産
基
盤
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
奄
美

群
島
独
自
の
農
業
の
持
続
的
発
展
や
農
村
の

振
興
を
図
る
た
め
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」
に
基
づ
く
国
の
基
本
計
画
や
施
策

展
開
に
即
し
て
、
今
後
と
も
農
業
の
競
争
力

強
化
、
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
農
業
農
村
整

備
事
業
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
進
行
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
群
島
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議

会
会
長
で
あ
る
、
大
久
保
町
長
は
国
の
令
和

６
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
編
成
に
向
け
て　

①
「
令
和
６
年
度
奄
美
群
島
農
業
農

村
整
備
事
業
の
所
要
額
の
確
保
」

②
「
令
和
６
年
度
農
業
農
村
整
備
事

業
の
新
規
要
望
地
区
の
採
択
」

③
「
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
推

進
」

に
関
す
る
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
山
自
由
民
主
党
総
務
会
長
、
小
里
内
閣

総
理
大
臣
補
佐
官
、
財
務
省
の
漆
畑
主
計

官
、
鹿
児
島
選
出
議
員
、
徳
之
島
２
世
３
世

衆
参
議
員
、
国
交
省
の
黒
田
局
長
、
特
別
地

域
振
興
官
へ
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
手
渡
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

10
30・31

　

持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
や
つ
を
抱
え
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の

か
わ
い
ら
し
い
姿
は
、
居
合
わ
せ
た
町
民
の

方
や
職
員
た
ち
に
和
や
か
な
空
気
を
提
供
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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ロコモチェックを実施しました！
伊仙町養護教諭部会より

　１学期に伊仙町内の各小・中学校で、第１回目
のロコモチェックを行いました。その結果、しゃ
がみ込みや前屈など、柔軟性に課題があることが
わかりました。現在、各小・中学校で
ロコモ体操等を実施しています。今後
も継続して取り組みを行っていきたい
と思います。

〈作り方〉
① ごぼうはささがき、人参

は千切りにする
② ①に片栗粉をまぶして揚

げる
③ ★を混ぜ、砂糖（三温糖）

が溶けるまで加熱する
④ ②を③に入れて絡めれば、

完成！

ロコモチェック（1回目）結果

〈材料〉
ごぼう（ささがき）　１/ ２本
にんじん（千切り）　１/４本
※ごぼう・人参の量は調整してください。　
片栗粉　適量
★三温糖　大さじ２弱
★濃口醤油　小さじ１と１/２
★水　大さじ１
※量は調整してください。
揚げ油　適量

給食メニュー !
カミカミレシピの紹介

甘辛さが
クセになる！

100 94.5 94.6 90.1
97.6

74.6

97.2

4.3 4.3 5.7 2

12.9

3
右足立ち

■ △   ■ ○   ■ ◎

左足立ち しゃがむ 両手上げ 前 屈 グーパー
1.3 0.9 4.1 0.2

12.3
0.3

（%）

80

60

40

20

0



町長の動き
伊仙町長の1 ヵ月の主な動静を紹介いたします。

月日 行事 場所

10/16（月）
鹿児島森林管理所 来庁 伊仙町

環境省那覇事務所長 懇談会 天城町

17（火） 環境省那覇事務所長着任 挨拶  伊仙町

18（水） 九州地区の経済と暮らしを支える港づくり意見交換会・
懇談会

東京
19（木） 経済と暮らしを支える港づくり全国大会・

地元選出国会議員への要望活動
20（金） 町有地有効活用検討委員会 

伊仙町

21（土）

ふるさと映画「クジラの島」上映会（伊仙町会場） 

国土交通省国土政策局 視察

国土交通省国土政策局長および地域振興官他県関係者との
懇親会

22（日）
国土交通省国土政策局 視察

第26回 全国闘牛サミットin伊仙町大会
23（月） 夢ある農業絵画審査会
24（火） 奄美群島NN推進第2回中央要請活動事前協議
25（水） 九州経済研究所 名城回漕社長 来庁
26（木） 徳之島三町高齢者ねんりんスポーツ大会
28（土） 特別全国障害者スポーツ大会開会式 鹿児島市

29（日） 関西徳洲会 令和5年度大運動会 尼崎市

30（月）

東京整流器 意見交換会

東京

教育開発出版 寄付のお礼

阪急交通社ミーティング
31（火） 奄美群島NN推進協議会 第2回中央要請活動
11/1（水） 離島振興70周年記念功労者表彰式
3（金） ほーらい祭

伊仙町
5（日）

第45回 伊仙町駅伝大会

伊仙町文化祭

10（金）
奄美ブルースカイ農園事業打合せ 

令和5年度 徳之島地区民児協連絡協議会/交流会
11（土） 奄美群島日本復帰70周年記念式典 奄美市

13（月） 県庁港湾空港課長 来庁 伊仙町

15（水） 全国町村大会 東京
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寄贈のお礼 　伊仙町出身者であるUHA味覚糖の創業者、山田酉吉様のご子息であるUHA味覚糖商空（会長）の山田一
郎様より、キャンディやグミなどの味覚糖商品を多数寄贈いただきました。
　いただいた商品は、放課後児童クラブや子ども食堂、町民体育祭にてお配りさせていただきました。

給食センターだより

幼稚園給食運搬車を
購入しました！

　防衛省が実施する地域社会との協力に係る施策
（再編関連訓練等交付金事業）を活用し、町立学
校給食センターで給食運搬車を令和５年度に購入
しました。
　令和６年１月より、伊仙幼稚園と面縄幼稚園で
学校給食が始まるのにあわせて、軽ワゴン車を購
入し、令和５年１１月の試食会から両幼稚園へ給食
運搬で使用しています。
　今後も幼稚園給食運搬
をとおして、園児、保護者
ならびに学校関係者、町民
のみなさまに事業周知を行
います。

山田一郎様ありがとうございました。
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放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。
働

き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
、
幅
広
い
年
代
や
職
業
の
人
た
ち
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
や
大
学
院
の
授
業
を
負
担
の
少
な

い
費
用
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
放
送
大
学 

教
養
学
部
と
大
学
院 

（
修
士
選
科
生 

修
土
科
目
生
）
の

特
長
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

～
教
養
学
部
の
ご
紹
介
～

●
学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

4
0
0
科
目
以
上
の
中
か
ら
好
き
な
科

目
を
1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

●
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
は
誰
で
も
全
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
、
卒
業
す
る
と
学
士
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
今
年
度
に
76
歳
お
よ
び
80
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔
健
診
（
お
口

元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
り
ま
す
と
、
む
せ
こ
ん
だ

り
、
の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
が
原
因
で
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
健
診
は
、

「
歯
」
だ
け
で
な
く
、
「
お
口
の
機
能
」

も
含
め
て
検
査
し
ま
す
の
で
、
義
歯
（
入

れ
歯
な
ど
）
を
使
用
中
の
方
も
受
診
い
た

だ
け
ま
す
。

～
大
学
院
の
ご
紹
介
～

　
18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
修
土
選
科

生
・
修
士
科
目
生
と
し
て
入
学
で
き
、
好

き
な
科
目
を 

1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

■
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
〒
8
9
2-

0
8
1
6

　
鹿
児
島
市
山
下
町
14-

50

　

(

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
西
棟
4
階)

　

現
在 

2
0
2
4
年
4
月
入
学
生
を
募
集

し
て
お
り
、
資
料
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

放
送
大
学

⃝

地
域
福
祉
課

●
放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

●
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診

学
生
の
種
類
・
入
学
料

学
生
の
種
類
・
入
学
料

授
業
料

授
業
料

出
願
期
間

●
科
目
履
修
生

（
6
ヵ
月
在
学
）
7,
0
0
0
円

●
選
科
履
修
生

（
1
年
間
在
学
）
9,
0
0
0
円

●
全
科
履
修
生

（
4
年
以
上
在
学
卒
業
を
目
指
す
）

　
2
4,
0
0
0
円

●
修
士
科
目
生

（
6
ヵ
月
在
学
）
1
4,
0
0
0
円

●
修
土
選
科
生

（
1
年
間
在
学
）
1
8,
0
0
0
円

●
1
科
目
（
2
単
位
）
1
2,
0
0
0
円

●
1
科
目
（
2
単
位
）
2
4,
0
0
0
円

●
1
科
目
（
4
単
位
）
4
8,
0
0
0
円

注

：

修
士
博
士
を
目
指
す
修
士
全
科
生
と

博
士
後
期
課
程
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
別

日
程
で
入
学
選
考
が
あ
り
ま
す
。

●
第
1
回

：
　

2
0
2
3
年
11
月
26
日
～

　
2
0
2
4
年
2
月
29
日

●
第
2
回

：
　

2
0
2
4
年
3
月
1
日
～
3
月
12
日

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
3
9-

3
8
1
1

　

F
A
X

：

0
9
9-

2
3
9-

3
8
4
1

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.ouj.ac.jp

　
※
「
放
送
大
学
」
で
検
索
！

■
健
診
期
間

　
令
和
5
年
6
月
1
日
（
木
）
～

　
令
和
6
年
1
月
31
日
（
水
）

■
健
診
料　
無
料

■
対
象
者　

●
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

（
昭
和
22
年
4
月
1
日
～
昭
和
23
年
3
月

31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

●
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
方

（
昭
和
18
年
4
月
1
日
～
昭
和
19
年
3
月

31
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

　

対
象
者
に
は
６
月
1
日
以
降
に
到
着
す

る
よ
う
に
受
診
券
（
オ
レ
ン
ジ
封
筒
）
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
県
内
の
歯

科
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
う

え
、
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　

業
務
課
　
保
健
事
業
班

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
0
6-

1
3
2
9
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5人槽 332,000円

7人槽 414,000円

10人槽 548,000円

浄化槽
および

便槽撤去費
用

90,000円

配管工事費
用

最大
300,000円

※配管工事費用は実費額と
　なります。

5人槽 332,000円

7人槽 414,000円

10人槽 548,000円

※住居の広さ、浴槽の数で
　規模が変わります。

　

浄
化
槽
管
理
者
「
使
用
者
ま
た
は
設
置

者
」
は
公
衆
衛
生
と
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
保
守
点
検
、
清
掃
の
実
施
と
は
別
に

毎
年
1
回
の
法
定
検
査
（
定
期
検
査
）
の

受
検
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
国
が
定
め
る
浄
化
槽

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
か
ら
、
検
査
内
容
を

効
率
化
し
た
検
査
方
法
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
4
年
に
1
回
の
検
査
員
に
よ
る
検
査

と
4
年
に
3
回
の
採
水
員
に
よ
る
検
査
を

組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
国
の
指
導

で
、
他
県
と
同
様
に
毎
年
検
査
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
1
回
あ
た
り
の
検
査
手

数
料
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

●
小
型
合
併
浄
化
槽
設
備
事
業

　
補
助
金
に
つ
い
て

　

伊
仙
町
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排

水
に
よ
る
河
川
等
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
、
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
々
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
条
件
が
合
わ
な
い
も
の
は
補

助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
対
象
外
は
、
住
居
以
外
の
建
物
、

合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
、
借
家
を

目
的
と
し
た
新
築
で
す
。

　

詳
し
く
は
伊
仙
町
役
場
き
ゅ
ら
ま
ち
観

光
課
、
ま
た
は
工
事
業
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
伊
仙
町
役
場
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
3
3

■
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
県
知
事
指
定
機
関

（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
8
6-

9
0
0
0

　

h
ttp

://w
w

w
.k

a
g

o
sh

im
a

-
kankyou.or.jp/

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
適
正
に
使

用
さ
れ
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ

れ
て
い
る
か
を
検
査
し
、
併
せ
て
浄
化
槽

か
ら
放
流
さ
れ
る
水
が
基
準
以
下
の
き
れ

い
な
水
に
な
っ
て
い
る
か
、
処
理
水
を
持

ち
帰
り
詳
し
い
水
質
検
査
［
Ｂ
Ｏ
Ｄ
］
を

実
施
し
ま
す
。
不
適
事
項
が
あ
れ
ば
、
行

政
お
よ
び
関
係
者
が
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
早
期
に
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
法
定
検
査（
定
期
検
査
）

は
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う

●
10
人
槽
以
下
の
定
期
検
査
は
効
率
化

に
よ
る
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

定
期
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

⃝

き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

※
法
定
検
査
は
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た

（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
が
行

い
ま
す
。

※
日
程
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
（
公
財
）

鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
か
ら
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
検
査
結
果
は
保
健
所
や
市
町
村
等
に
報

告
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
が
行
わ
れ

ま
す
。
な
お
、
こ
の
検
査
を
受
け
な
い
場

合
は
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■検査手数料（5人～10人槽）

■交付金額

合併処理浄化槽 単独処理浄化槽 検査頻度

基本検査
（ガイドライン検査）

5,000円
ガイドライン検査
4,000円 ４年に１回

採水員検査
3,000円

採水員検査
3,000円

４年に３回
（当面は４年に１回）

新築・改築の場合 単独処理浄化槽および、くみ取り便槽から転換の場合

※5人槽の場合332,000円+90,000円+300,000円で最大722,000円が交付されます。



   徳之島愛ランド広域連合・クリーンセンターからお知らせ
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　令和５年はみなさまにお世話になりました。ありがとうございます。
　クリーンセンターの年内の営業について、お知らせいたします。
　事前に申請書の提出、そして種類ごとの計量が必要であり、年末の搬入は大変込み合うことが
予想されるため、12月24日（日）に臨時営業します。クリーンセンターへ直接持ち込まれる方
は、以下事項を守り、なるべくお早めの持ち込みにご協力をお願いします。

①「手引書」を参考に、必ず事前に“分別”してください。
　（分別されていない場合は搬入をお断りさせていただきます。)
②中身が分かる「透明な袋」に入れて持ち込んでください。
③以下のように、種類ごとに降ろしやすいように積みこんでください。
④搬入の際には、道や畑にごみが飛散しないように対策してください。
※12月30日(土)12時までに受付ができない場合は搬入できません。

１.粗大ごみ（指定袋に入らない大きさのもの）

２.資源物（缶・ビン・ペットボトル）
３.資源物（段ボール・紙類）

４.燃えないごみ
５.燃えるごみ

※申請書の提出や種類毎の計量が必要なため、16：00までに受付ができるようお越しください。
　16：30で処理施設は閉館します。

年内は12月30日（土）午前中まで
営業します！

減
ら
そ
う
!
ご
み

必
ず
し
よ
う
!
分
別

事前分別の徹底を!

年末のごみ出しはお早めに！

年末のクリーンセンター営業日！
12月24日(日)～29日(金)　8：30～16：30
12月30日(土)  8：30～ 12：00（午前中まで）

■分別の手引書
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伊仙町地域女性団体連絡協議会

次号は地域役員のみなさんをご紹介します。

伊
仙
町
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
に
寄
せ
る
言
葉

新
役
員
の
ご
紹
介

　
伊
仙
町
地
域
女
性
連
と
し
て
、
伊
仙
町

の
社
会
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
春
・
秋
の
交
通
安
全
運
動
や
徳
之
島

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
お
よ
び
町
行
事
等

の
サ
ポ
ー
ト
や
数
多
く
の
活
動
に
対
し
て

元
執
行
部
役
員
お
よ
び
地
域
役
員
の
方
々

に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
、
元
執
行
部
役
員
の
み
な
さ
ま
、

地
域
役
員
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
伊
仙
町
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
今
ま

で
の
活
動
を
参
考
・
改
善
し
、
こ
れ
か
ら

も
老
若
男
女
全
て
の
方
々
と
手
を
取
り
合

い
、女
性
連
の
メ
ン
バ
ー
の
拡
大
を
図
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
子
育
て
支
援
、
地

域
の
生
活
環
境
の
保
全
、
食
育
や
食
の
安

全
、
交
通
安
全
運
動
、
伊
仙
町
の
実
情
に

即
し
た
活
動
等
を
事
務
局
と
し
て
地
域
の

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
所
存
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
全
員
が
一

致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
組
織
で

あ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
更

な
る
組
織
の
充
実
を
期
待
し
、
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伊
仙
町
教
育
委
員
会  

教
育
長 

伊
田
正
則

会
長 

橋
口 

章
子
さ
ん

　
こ
ん
に
ち
は
。
何
の
経
験
も
な
い
中
、
突
然

地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会 

会
長
と
い
う
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
未
だ
に
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す

が
、
行
政
や
歴
代
会
長
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誰
も
が
で
き
る
こ
と
、

例
え
ば
ゴ
ミ
の
分
別
、
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
小
さ
な
こ
と
か
ら
取
り
組
め
た
ら
と
考
え
ま

す
。
今
後
女
性
連
運
営
委
員
会
（
各
集
落
の
女

性
会
長
）、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
み
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長 

嶺 

利
枝
さ
ん

　

こ
の
度
、
町
女
性
連
副
会
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
共
に
選
ば
れ

た
役
員
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
に
励

ん
で
参
り
ま
す
。
未
経
験
で
あ
り
不
安
も
大

き
い
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
御
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長 
窪
田 

さ
や
か
さ
ん

　

初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ま
と
協
力
し
あ
っ
て
伊
仙
町
女
性
連
を
活
性

化
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

書
記 

盛
田 

美
鈴
さ
ん

　
38
年
ぶ
り
の
伊
仙
町
民
と
な
り
2
年
余
り
、

住
み
良
い
島
暮
ら
し
を
満
喫
中
で
す
が
、
よ

り
良
い
笑
顔
の
繋
が
り
が
で
き
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

■左から
　橋口さん、嶺さん
　窪田さん、盛田さん
　中村さん

会
計 

中
村 

洋
子
さ
ん

　

女
性
連
の
活
動
に
つ
い
て
認
識
が
ほ
と
ん

ど
な
く
心
配
で
す
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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寄付企業御礼訪問
企業版ふるさと納税

　この度、大阪府を中心に不動産関連事業を展開する（株）フジヒサ FJ（久保進社長）とご
子息の久保宏太社長が経営されている（株）FJアドバンス、そして提携企業の（株）ゴールドファ
ステート（有田優社長）の３社から伊仙町へ１千万円ずつ計３千万円の企業版ふるさと納税を
御寄付いただきました。
　寄付企業本社所在地の２箇所で町長はじめ職員が感謝状の贈呈を行い、御礼を申し上げた
際に、以下のお言葉をいただきました。
　久保進社長「離れていても生まれ育ったふるさとの役に立ちたいと常に思っている、この寄
付を町発展のために使ってほしい。」
　久保宏太社長「毎年里帰りしており、私にとっても伊仙町はふるさとだと思っている。」
　有田優社長「久保進社長のふるさと発展の熱意に応えたかった、いつか伊仙町を訪問したい。」
　町の発展にご尽力頂き誠にありがとうございます。
※１千万円以上の企業版ふるさと納税を行った企業は紺綬褒章の対象となりますので、3 社を上申い
たします。

■企業版ふるさと納税とは
　企業版ふるさと納税はその名のとおり「企業」を対象とした自治体への寄付に対する
控除制度です。
　寄付の対象は、自治体が作成した地方創生に係る事業（内閣府に「地域再生計画」
として認可されたもの）に対して企業が寄付を行った際に、税額が控除される仕組み
となります。また、寄付金額の下限は10万円から可能になっています。
　2020 年度より制度が改正され、従来は企業が自治体に寄付をした際に控除される
金額が最大 6 割だったものが、最大 9 割に引き上げられました。このことにより、企
業のメリットが増えたことで注目が集まっています。

■久保進社長（左から５人目）久保宏太社長（左から４人目） ■有田優社長（左から６人目）
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人口の動き
（2023年10月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,228 人

男 3,136 人

女 3,092 人

世帯数 3,447 世帯

出生 2 人

死亡 9 人

転入 25 人

転出 22 人
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これからも
元気いっぱい
遊んでたくさん
食べておおきく
なろうね☺

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

わが町のアイドル募集！

 伊仙町役場  未来創生課
 TEL 86-3112お問い合わせ

町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、必要事項
を入力し、掲載希望写真を添付いただきご送付ください。

上
う え の

野 旺
お う た

大くん（1歳0ヵ月）

長寿・子宝日本一の
町！

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。
住   所 伊仙町目手久 1742 T E L 0997-86-2944

今期もみなさんの豊作を祈っています。
よいお年を^^

幸山ファーム


